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研究成果の概要（和文）：大学における小学校教員養成の理科のスタンダード・カリキュラムを
試みた．理科を教える教員に必要最低限度の知識と授業実践能力を国内外の大学での教員養成
カリキュラムと比較検討して，学習指導要領理科の項目を網羅する観察，観測，実験を含む授
業内容を限られた時間内で実施し得る実現可能な具体策を検討した．その結果，現行法の２科
目４単位の授業では学習指導要領理科の項目を網羅するのは難しく，さらに１科目２単位の授
業時間が必要であることが明らかになった．また，教員養成における教材開発を試みた． 
 
研究成果の概要（英文）：The establishment of standard curriculum for science education is need for 
improvement of the quality of primary school teacher training. To assess the requirements for the 
standard curriculum, we considered if teaching contents for the elementary schools including 
observation and experiments which cover the items specified in the government guidelines for teaching 
science could be taught within the hours in university classes. We found that, although the items of 
physics and chemistry could be covered in seven university class hours, teaching the items of biology 
and the earth sciences in the same class hours was found to be quite difficult. This shows that the items 
specified in the government guidelines for teaching physics, chemistry, biology and the earth science 
cannot be taught in two credits (four units) as specified by the current Education Personnel Certification 
Act, and that an additional credit (two units) must be required. We showed some new teaching materials 
whichi are effective for primary school teacher training in universities. 
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 直接経費 間接経費 合 計 

２０１０年度 7,300,000 2,190,000 9,490,000 
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キーワード：小学校教員養成，理科，スタンダード・カリキュラム，理科の教員養成カリキュ

ラム比較 
 
１．研究開始当初の背景 
 日本において，大学の教員養成段階で学校
教員となるために求められる理科の指導力

の基準確立を目指した研究は，スタートした
ばかりで，多様なアイディアと実践研究の提
示が望まれている．教職は専門職として認め
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られているので，教員の質を保証する大学の
教育プログラムの認証が必要であり，そのた
めの基準を設けるとする動きは当然である．
これは，技術者の質の保証のため，技術者を
育成する大学の教育プログラムを認定機関
（JABEE）に，認証を委ねることをモデルに
しているものと考えられる． 
 科学技術創造立国を目指す我が国が理科
教育に力を注ぐ中で，初等中等教育段階で生
じている児童・生徒の「理科嫌い」，「理科離
れ」や小中学校教員の理科の指導への苦手意
識に対しては，①教員養成における理科教育
の重視，②現職の教員への支援，③活用でき
る教材の開発などで，理科教育の底上げを図
り，結果として，それらの問題が解決する方
向に進めることができると考えられる．これ
まで，申請者等は，現職の教員を支援するた
め，実験・観察の授業支援システムを構築し
実践した．これは，実験・観察の授業指導に
不安を持つ教員の知識量や経験量に応じて，
大学（研究者），博物館・科学館（学芸員），
学校（教員），大学生・大学院生と退職教員
などを含むボランティアが，多様性に富む実
験・観察教材の情報提供と授業における実
験・観察を実際に支援し得るシステムで，学
校での実験・観察を通して理科好きな児童・
生徒を育成することを目的とした．ここでは，
先端の科学研究の成果を含む，児童・生徒が
自然現象の不思議さに感動し，体感する３０
件程の室内と野外用の動的実験・観察教材を
開発した．このシステムでは，院生や学生が
科学コミュニケーターとしての役割を果た
すように，教材開発や学校での授業に TA と
して参加させた．この活動を通して，教員を
目指す院生や学生の大学における理科教員
養成のスタンダード・カリキュラムの必要性
を強く感じた． 
 
２．研究の目的 
 科学技術創造立国を目指す我が国にとり，
児童・生徒の「理科嫌い」，「理科離れ」や小
学校教員の理科の指導に対する苦手意識や
大学時の専攻と異なる学習分野に対する中
学校教員の苦手意識は，憂慮すべき問題であ
る．そのため，理科の指導を苦手とする教員
の理科教育力を向上させる体制を確立する
ことが急務となっている．本研究では，基礎
的な理科教育力を有し，先端科学技術，自然
環境など，現代社会が抱える問題を理解し，
児童・生徒に伝える能力を持った教員を育
成・養成する上で必要とされる大学での理科
担当教員養成のためのスタンダード・カリキ
ュラムを追究し，理科教員養成カリキュラム
のモデルを構築することを目的とした．モデ
ルの構築にあたっては，高校の理科が選択制
となっていることを踏まえて，高大接続教育
も反映させることを目指した． 

 
 
３．研究の方法 
 本研究では，理科教員養成のスタンダー
ド・カリキュラムを構築するため，企業，学
校，大学・研究所，官庁などの機関を通して
社会から要望される理科教員としてのミニ
マム・リクイアメント（minimum requirement）
を抽出した．そして，大学での教員養成段階
で学校教員となるために要求される理科の
指導力や基準を明確にすることを目指した．
その上で，スタンダード・カリキュラムとな
る大学での授業を抽出し，授業内容と実験・
観察教材を開発した．特に，学習指導要領の
項目指導や自然科学の基礎・基本の知識・能
力，実験・観察技法を身につけ，先端科学技
術の内容を理解し，授業力を向上させること
を目指した．そして，モデル化されたスタン
ダード・カリキュラムを実践し，実用化を図
り，社会的に認知されるスタンダード・カリ
キュラムを構築し，認証に向けて，考察した． 
 
４．研究成果 
 基礎的な理科教育力を有し，先端科学技術，
自然環境など，現代社会が抱える問題を理解
し，児童・生徒に伝える能力を持った教員を
育成・養成する上で必要とされる大学での理
科担当教員養成のためのスタンダード・カリ
キュラムを追究し，理科教員養成カリキュラ
ムのモデルを構築するため，（１）教育界，
企業・経済界から要望される教師像及び教員
養成の展望ついて，シンポジウムを開催して，
考察した．（２）小学校で理科を教える教員
に必要な minimum requirement に関するシン
ポジウムを開催し，内容を抽出した．（３）
中学校で理科を教える教員に必要な
minimum requirement に関するシンポジウム
を開催し，内容を抽出した．（４）米国と欧
米の理科の教員養成スタンダード・カリキュ
ラムを調査・分析し，学芸大学のそれと比較
した． 
 現行の小学校の理科の教科書は，観察・観
測・実験を中心に構成されている．学習指導
要領理科の項目を網羅して観察・観測・実験
の内容を取り入れる大学での授業をモデル
化すると，現行の教育職員免許法の範囲の中
では時数が不足することが分かった．特に，
生物と地学の内容は，個々の観察，観測，実
験に時間を要すること，内容が多岐に及び専
門の教員を揃えることを要するので，網羅す
ることは難しいことが明らかになった．これ
を解決するためには，授業時数を増やす必要
がある． 
 小中学校の学習指導要領に定められてい
る項目から先端科学に触れる内容を指導す
るための以下の実験・観察教材を開発した．
①化学分野の「想像から創造へ」（SEIC）プ



ログラムの方法論に基づく教材，②人間活動
と河川水質および珪藻群集の関係を理解す
るためのシミュレーション教材，③海洋観測
データを個人のパソコン上で解析するツー
ルを開発し，地球温暖化による気候変動につ
いての教材，④植物の蒸散や養分吸収，重力
応答における植物ホルモンの働き，受精のメ
カニズムを理解するための教材，⑤食物網と
エネルギー流解析による恐竜時代から現在
にいたる複数の時代の陸上生態系を復元す
る教材，⑥身の回りで活用されているエネル
ギー・環境問題に関わる化学物質として紫外
線吸収剤に着目した教材，⑦接触グロー放電
によるアミノ酸の生成と検出に関する実験
教材，⑧「ものの溶け方」を題材にした創造
的思考を養うための実験学習プログラムの
開発，⑨地球温暖化と関連する放射過程を実
地での測定を通して理解するための教材，⑩
陸上生態系を食物網とエネルギー流により
理解するための教材とコンピュータアプリ
の作成，⑪地球規模の水環境を理解するため
の教材モジュールと教授法の開発などであ
る． 
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